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■「広報あしや」配布に関する問い合わせ　芦屋市シルバー人材センター（フリーダイヤル ☎0120-408-812）　※広報あしやは、集会所等市内公共施設でも配架しています。■「広報あしや」配布に関する問い合わせ　芦屋市シルバー人材センター（フリーダイヤル ☎0120-408-812）　※広報あしやは、集会所等市内公共施設でも配架しています。

 

　
　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
は
、芦
屋
市

の
前
身
で
あ
る
精
道
村
が
発
足
し
て

か
ら
、ち
ょ
う
ど
１
３
０
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。

　

町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
22
年

（
１
８
８
９
）４
月
１
日
、江
戸
時
代

か
ら
続
く
芦
屋
村
・
打
出
村
・
三
条

村
・
津
知
村
の
四
カ
村
が
合
併
し
て

「
精
道
村
」が
誕
生
し
ま
し
た
。こ
の

「
精
道
」の
村
名
は
精
道
小
学
校
の
校

名
に
由
来
し
、明
治
19
年（
１
８
８

６
）の
開
校
に
際
し
て
西
宮
の
漢
学

者
の
豊と

よ
た田
政ま
さ
な
え苗
が「
養
精
修
道
」の
語

か
ら
撰
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、な
ぜ
、村
名
に
小
学
校
の
名
が

付
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の

理
由
は
、合
併
に
よ
り
新
し
く
誕
生

す
る
村
の
名
前
を
決
め
る
に
あ
た
っ

て
、芦
屋
村
と
打
出
村
が
自
村
の
名

の
採
用
を
主
張
し
、譲
ら
な
か
っ
た

た
め
、小
学
校
の
校
名
を
採
用
し
た

か
ら
で
す
。 

　

こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
精
道

村
で
す
が
、そ
の
後
、芦
屋
市
制
が
施

行
さ
れ
る
ま
で
の
１
８
８
９
～
１
９

４
０
年
の
内
、そ
の
後
半
は
芦
屋
市

域
が
農
村
か
ら
大
阪
・
神
戸
の
郊
外

住
宅
地
へ
と
劇
的
に
生
ま
れ
変
わ
る

時
期
で
、ま
さ
に「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ

ム
」文
化
が
花
開
い
た
時
代
に
あ
た

り
ま
す
。

　

精
道
村
が
郊
外
住
宅
地
と
し
て
目

覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
理
由
と
し

て
鉄
道
の
発
達
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、市
域
で
最
初
の
駅
は
明

治
38
年（
１
９
０
５
）に
阪
神
電
鉄
の

開
通
に
伴
い
開
設
し
た
阪
神
芦
屋
駅

と
打
出
駅
で
、そ
の
後
、国
鉄
芦
屋
駅

（
大
正
２
年
）、阪
急
芦
屋
川
駅（
大
正

９
年
）と
開
設
が
続
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
元
の
有
力
者
達
に
よ

る
耕
地
整
理
事
業（
大
正
６
年
～
昭

和
14
年
）や
株
式
会
社
六
麓
荘
等
の

民
間
会
社
に
よ
る
住
宅
地
開
発
に

よ
っ
て
、精
道
村
が
住
宅
地
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、大
阪
や
神
戸
へ
の
通

勤
圏
と
な
り
、住
宅
地
が
形
成
さ
れ

た
精
道
村
に
は
、公
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
大
阪
の
実
業
家
ら
が
移
り
住

み
、郊
外
住
宅
地
と
し
て
大
い
に
発

展
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、今
年
度
に「
精

道
村
発
足
１
３
０
周
年
記
念
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。事
業
で
は
、戦
前
の

芦
屋
の
写
真
や
情
報
等
を
市
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
募
り
、収
集
し
た
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
広
く
発
信

し
ま
す
。さ
ら
に
、関
連
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
刊
行
・
配
布
や
市
内
の
ま
ち
歩

き
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

今
か
ら
１
３
０
年
前
（
明
治
22
年
〔
１
８
８
９
〕
）

精せ
い
ど
う道
村
の
発
足
か
ら
１
３
０
周
年

問い合わせ　生涯学習課　☎38-2115芦屋タイムトラベル

大正時代末頃の阪神芦屋駅周辺のようす

―
住
宅
都
市
・
芦
屋
の
礎
が
築
か
れ
た
時
代
―

■ 内容　７月６日（土）、ルナ・ホールで開催する「高齢者のつどい

（演芸フェスティバル）」に出演するコーラス・舞踊・演芸・演奏等

の団体を募集します。（発表時間10分程度）

■対象　市内で活動している10人以上の高齢者の団体・２団体

■申し込み　応募用紙に記入し、４月26日（金）までに下記へ提出

　※応募用紙は下記窓口に設置。応募多数の場合は、選考の上決定。

「語り継ごう平和への想い」発行
市民の皆さんの協力で作った平和記録集

被爆体験談や市内での戦争体験談などを掲載した平和

記録集を、３月に発行しました。昨年開催したヒロシマ

原爆展展示資料の写真と解説・小学生の平和ポスター

展受賞作品も掲載してい

ます。ぜひご覧ください。

人 権 推 進 課 で お 渡 し し

ています。

問い合わせ　人権推進課　☎38-2055

ルナ・ホールで日ごろの成果を発表しませんか

問い合わせ　高齢介護課高齢福祉係　☎38-2044

演芸フェスティバル参加者募集

記録集に掲載された
朝日ケ丘小学校

　稲留くん

芦屋病院   新しいＭＲＩ装置が稼働
４月からアップグレード

【新しいＭＲＩ装置の特徴】

より高画質な画像（フルデジタルコイル搭載）、特殊モニターの映

像や音楽でリラックスしながら検査でき、今までＭＲＩ検査がで

きなかった患者さんも心的負担を軽減して検査できます。

※ 検査を希望する人は、当院またはかかりつけの医師にご相談く

ださい。 

子どもが安心して通える集いの場として、楽しい学びや遊びの時

間を提供しています。大人も楽しめますので、親子でご参加ください。

■日時　毎週金曜日　午後４時～６時

■会場　高浜町ライフサポートステーション内

■内容　「落語でおしゃべり教室」、「宇宙のひみつにチャレンジ」

　　など毎週テーマが変わります。

　※特別企画「天体観望会」４月19日（金）午後６時30分～８時

■申し込み　当日、直接会場へ

みんなで楽しめる、地域まなびの場

問い合わせ　社会福祉法人山の子会　☎31-2324

子どもの居場所「ひみつきち」に集まろう！

犯罪を繰り返していた若者が、逃亡中の山奥で老婆を

助けたことをきっかけに、自分の罪を自覚し始める。

■日時　５月18日（土）午前10時10分～／午後１時～／

　午後３時30分～【上映時間１時間48分 】

■会場　ルナ・ホール

■定員　各回650人

■出演　市原悦子・林遣都・藤井美菜・相島一之ほか

■費用　中学生以上1,000円（小学生500円）

■申し込み　当日、直接会場へ

※ 広報掲載記事

持参で中学生

以 上200円 引

き。未 就 学 児

の入場はご遠

慮ください。

問い合わせ　芦屋病院放射線科　☎31-2156

(C)2016「しゃぼん玉」製作委員会

問い合わせ　市民センター「ルナ・ホール事業」担当

☎35-0700

いきいきシネマサロン『しゃぼん玉』
心温まるストーリー


